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離および比率的位置関係が最も安定しており，こ
の線を基準に用いると，耳介側頭神経の位置を予
測しやすいと考える。耳珠中央部と鼻翼基部の線
上において，耳介側頭神経は浅側頭動脈の 2.3±
3.2mm 後方を走行していた。耳介側頭神経の走
行位置を予測するために，本研究で設定した計測
点および浅側頭動脈との位置関係を基準として用
いることができると考える。
２）学童期の睡眠時呼吸障害が成長発育に及ぼ
す影響について
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【目　的】学童期におけるいびきや無呼吸を特徴
とする小児の閉塞性睡眠時無呼吸症（OSA）は，
成長発育に悪影響を及ぼすことがある。日常的に
口腔内を診査しセファログラムを撮影する矯正歯
科医は，扁桃肥大をはじめとするOSA患者特有
の特徴に気付きやすい。そこで今回，検査施設外
の睡眠検査（OCST）を行い，学童期における睡
眠状態を客観的に評価するとともに，成長期の小
児OSAのスクリーニングを目的として不正咬合
患児の顎顔面形態と睡眠呼吸状態との関連性を検
索した。
【材料・方法】被験者は，奥羽大学歯学部附属病
院矯正歯科を受診し問診票からいびきを認めた学
童期の患児で，本人および保護者にOCSTの目的
及び趣旨の説明を行い，同意が得られた７歳から
12歳の呼吸器疾患のない不正咬合児25名（男児
14名，女児11名，平均年齢10.0±1.4歳）を対象
とした。初回検査時に側面頭部X線規格写真を用
いて角度および距離計測，平行模型による模型
計測，さらに鼻腔通気度計測およびOCSTを行っ
た。鼻腔通気度測定は，鼻腔通気度測定器（HI-
801 CHEST 社製）を用いアンテリオール法にて
安静座位における左右側の鼻腔通気度を測定し
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【目　的】耳介側頭神経は，顎関節の関節突起基
底部から側頭部皮膚に分布し，側頭部の知覚を支
配している。しかし，耳介前方の走行位置や浅側
頭動脈との位置関係は明解にされていない。そこ
で，耳介前方部のランドマークと耳介側頭神経と
の前後的位置関係および上下的位置関係，浅側頭
動脈と耳介側頭神経の前後的位置関係について検
討を行った。
【方　法】奥羽大学歯学部実習用遺体31体62側を
用いた。実習用遺体を断頭した後に，頭蓋を正中
矢状面で切断し，耳介側頭神経を剖出した後に計
測点の測定をした。頭蓋の正中断面を床面と平行
な板に置き，床面と垂直方向から実習用遺体を撮
影し計測を行った。計測点は耳介側頭神経，耳輪
基部，耳珠中央，外眼角，鼻翼基部，口角，浅側
頭動脈とした。
【結　果】耳介前方部の計測点と耳介側頭神経と
の位置関係は，女性に比べ，男性の耳介側頭神経
は耳珠中央および耳輪基部より離れた位置を走行
し，全ての計測項目において，有意に前方に位置
していた。男女ともに，耳珠中央と鼻翼基部との
線上における耳介側頭神経の位置は距離的にも，
比率的にもばらつきが少なく，安定した位置を走
行していた。浅側頭動脈と耳介側頭神経の前後的
位置関係については，耳介側頭神経は浅側頭動脈
の後方2.3±3.2㎜を走行しており，左右および男
女で有意差はなかった。
【考察および結論】女性に比べ男性の耳介側頭神
経は，耳介に対し遠い位置を走行しており，有意
な性差を認めた。設定した計測点の中で，耳珠中
央と鼻翼基部との線上における耳介側頭神経の距
( 15 )
第65回　奥羽大学歯学会例会講演抄録 63Vol. 45　№ 2, 3
第65回　奥羽大学歯学会例会講演抄録
（平成30年６月16日）
